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「 愛 」とは、自分を大切にしながら思いやりをもって人とかかわる
「創造」とは、高い目標を掲げて粘り強く努力して困難を克服する 「逞しく生きぬく姿」

 　【学校の教育目標】変化する時代を生きぬく 優しさと逞しさをもつ生徒の育成

「優しさが力となる姿」
【建学の理念】愛と創造

 
 
 

自尊心を持ちお互いを支え合う自尊心を持ちお互いを支え合う

豊かでしなやかな心と体豊かでしなやかな心と体 つなぐ力つなぐ力確かな学力確かな学力

【居心地のよい集団】【居心地のよい集団】

知識・技能の定着
思考力・判断力・表現力の伸長
主体的に学ぶ態度の育成

よく聴く
しっかり考える
はっきりあらわす

自立する心と体

貢献する心と体

　１　変化する時代を生きぬくために必要な資質・能力を育成する。
　　　授業改善　わかる授業　主体的で協働的な授業　個別最適な授業
　２　個性を認め合い、生徒同士がつなぎ合いながらともに高め合う集団づくりに努める。
　　　生徒指導の３機能　居場所づくりと絆づくり　生徒会活動
　３　地域や社会に役立つ活動を通して、自立し貢献する豊かでしなやかな心と体を育成する。
　　　ＪＲＣ活動　情報と人材の交流　学校運営協議会

　１　資質・能力の育成　　⑴　校内研究の推進による授業改善
　　　　　　　　　　　　　⑵　授業形態の工夫とＩＣＴ機器の利活用よる学びの質の向上
　２　高め合う集団づくり　⑴　共通理解・体験を基盤とした温かい学級集団づくり
　　　　　　　　　　　　　⑵　自治活動を通して自他ともに高みをめざし努力する集団づくり
　３　地域との連携と貢献　⑴　地域を元気にする情報発信
　　　　　　　　　　　　　⑵　地域に貢献するボランテイア活動

令和7年度　山形市立第十中学校の教育

5  学級数・生徒数
学　年 1 2 3 小　計 合　計

学級数 通　常 ６ ７ ７ 　２０ 24学級特　支 ４（知的２　情緒２） 　　４

男 通　常 　９７ １０９ １０６ ３１２ 323名特　支 　　５ 　　２ 　　４ 　１１

女 通　常 　９３ 　９５ １０３ ２９１ 298名特　支 　　２ 　　５ 　　０ 　　７

小計 通　常 １９０ ２０４ ２０９ ６０３
621名特　支 　　７ 　　７ 　　４ 　１８

合　　計 １９７ ２１１ ２１３ ６２１

（2025.4.1現在）

2  学校経営方針2  学校経営方針　　優しさと逞しさ優しさと逞しさ

3  今年度の重点目標3  今年度の重点目標　　夢と希望  挑戦と継続  個人の伸長と集団力の向上夢と希望  挑戦と継続  個人の伸長と集団力の向上

4  各指導部の指導目標

55 学級数 生徒数学級数 生徒数

学習指導部
　よく聴き、しっかり考えることを通
して、豊かに「表現」できる生徒の育成

生徒指導部
　「優しさ」と「逞しさ」を発
揮する生徒集団の育成

健康安全指導部
　健康で、安全・安心を意識し
て生活する生徒の育成
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年間行事予定年間行事予定

一

学

期

四

月

8 ㈫ 新任式・始業式・入学式
9 ㈬ 生徒会対面式 
12 ㈯ 市中駅伝競走大会
14 ㈪ 部活動紹介
15 ㈫ いじめ防止集会
25 ㈮ 紙上PTA総会、授業参観、PTA役員および教職員紹介、学年・学級保護者会

五

月

1 ㈭ 生徒会総会
2 ㈮ 部活動本入部集会
13 ㈫ 3 年修学旅行、1･2 年学年研修 ～15日㈭
15 ㈭ いのちの講話（1年）
23 ㈮ 第 1回学校運営協議会
30 ㈮ 小中連絡会

六
月

6 ㈮ 市中総体・Ｄ1グランプリ壮行式
14 ㈯ 市中総体・Ｄ1グランプリ ～15日㈰
25 ㈬ 第 1回定期テスト

七

月

2 ㈬ 第 1回校内授業研究会
3 ㈭ いのちの講話（2･3 年）
11 ㈮ 県中総体・吹奏楽壮行式
18 ㈮ 県中総体 ～22日㈪
19 ㈯ 吹奏楽コンクール地区大会
24 ㈭ 授業参観、通知表配付、学年保護者会
25 ㈮ １学期終業式
26 ㈯ 夏季休業 ～ 8/25 ㈪

二

学

期

八
月
2 ㈯ 吹奏楽コンクール県大会
26 ㈫ 2 学期始業式

九

月

17 ㈬ 合唱発表会
19 ㈮ 市中新人大会・Ｄ1グランプリ壮行式
27 ㈯ 市中新人大会・Ｄ1グランプリ ～28日㈰

十

月

4 ㈯ 県中駅伝大会
9 ㈭ 体育祭
17 ㈮ 前期通知表配付
18 ㈯ 県中新人南ブロック大会
29 ㈬ 第 2回定期テスト

十
一
月

5 ㈬ 創立記念式典
11 ㈫ 生徒会役員選挙
12 ㈬ 音楽鑑賞教室

十
二
月

5 ㈮ 新入生オリエンテーション
8 ㈪ 三者面談・通知表配付 ～16日㈫
14 ㈰ 全国駅伝競走大会
25 ㈭ 2 学期終業式
26 ㈮ 冬季休業 ～1/6 ㈫
26 ㈮ リーダー研修会
27 ㈯ アンサンブルコンテスト地区大会

三

学

期

一
月

7 ㈬ 3学期始業式
9 ㈮ 入試激励会
17 ㈯ アンサンブルコンテスト県大会
20 ㈫ 公立高校前期特色Ａ入試
29 ㈭ 第 2回学校運営協議会

二
月
3 ㈫ 公立高校前期特色Ｂ入試
12 ㈭ 第 3回定期テスト

三

月

7 ㈯ 公立高校入試
13 ㈮ 修了式・通知表配付
14 ㈯ 第43回卒業証書授与式
17 ㈫ 公立高校合格発表、1･2年最終登校日
18 ㈬ 年度末休業 ～3/31

校内研究テーマ校内研究テーマ
『ゴール』を見据えて

チャレンジし続ける生徒の育成（2年次）
～学びの主体性と自己調整力に着目して～

２【研究の重点項目】
　⑴　問いを引き出す課題設定の工夫　問いを引き出す課題設定の工夫
　⑵　表現力を高め、考えを伝え合う授業の実践　⑵　表現力を高め、考えを伝え合う授業の実践
　⑶　　⑶　情報活用能力の育成につながるICT機器の積極的な利活用情報活用能力の育成につながるICT機器の積極的な利活用
　⑷　自己調整力を育む単元計画の充実　⑷　自己調整力を育む単元計画の充実
３【研究計画】３【研究計画】
 4 月　校内研修会①（研究の概要について） 4 月　校内研修会①（研究の概要について）
 5 月　校内研修会②（授業づくりの視点について） 5 月　校内研修会②（授業づくりの視点について）
 7 月　第 1回校内授業研究会／ 7 月　第 1回校内授業研究会／
　　　　第 1回学習アンケートの実施／ICT研修会　　　　第 1回学習アンケートの実施／ICT研修会
  10月　第 2回校内授業研究会  10月　第 2回校内授業研究会
  12月　第 2回学習アンケートの実施  12月　第 2回学習アンケートの実施
 2 月　「研究のまとめ」作成 2 月　「研究のまとめ」作成

２ の重点２【研究の重点項目】

⑴　情報を収集し、既存の知識と関連づけて活用する力
を育成する。
⑵　他者との対話を通じて自分の考えを深め、伝える力
を育成する。
⑶　学びの見通しを持ち、振り返りを次の学びへ生かす
力を育成する。

令和７年度  生徒会活動スローガン令和７年度  生徒会活動スローガン

１【研究の目標】

変化～意識・行動・質～

『関わりを深め“変化”をすること』

　「灯火」のように、小さな灯が繋がり、広がっていくイメージを　「灯火」のように、小さな灯が繋がり、広がっていくイメージを
“変わる”と捉え、特に変化していきたい「意識」「行動」「質」を“変わる”と捉え、特に変化していきたい「意識」「行動」「質」を
重点としました。重点としました。
　意識が変われば、行動に変化がみられ、その結果としても、活動　意識が変われば、行動に変化がみられ、その結果としても、活動
の質に大きな変化を感じることができると考え、今年のスローガの質に大きな変化を感じることができると考え、今年のスローガ
ンとしました。ンとしました。

活動方針と主な活動活動方針と主な活動
① 周囲の変化を感じ取る力① 周囲の変化を感じ取る力…♢挨拶活動…♢挨拶活動
② 自分から変化を起こす力② 自分から変化を起こす力…♢委員会活動の実施…♢委員会活動の実施
　　　　（合同活動、常時活動、強化週間、キャンペーン等）　　　　（合同活動、常時活動、強化週間、キャンペーン等）
③ 変化を大事にする姿勢③ 変化を大事にする姿勢……♢委員会活動の充実……♢委員会活動の充実
　　　　　　　　　　　　　 ♢ボランティア活動（発信含む）　　　　　　　　　　　　　 ♢ボランティア活動（発信含む）

重 点 目 標

　周囲の変化を感じ取る〈協調性〉を一人ひとりが身につける　周囲の変化を感じ取る〈協調性〉を一人ひとりが身につける
ことで、意識（物の見方）や行動に変化がおこり、結果としてことで、意識（物の見方）や行動に変化がおこり、結果として
仲間との関わりが深く協力し合えるよりよい十中を創ることが仲間との関わりが深く協力し合えるよりよい十中を創ることが
できると考えました。できると考えました。
　十中生徒会で考える〈協調性〉とは、　十中生徒会で考える〈協調性〉とは、「周りの変化を感じ取り、「周りの変化を感じ取り、
仲間との関わりを深める」仲間との関わりを深める」ということです。仲間との関わりをということです。仲間との関わりを
深めるためには、十中生一人ひとりの周囲の変化を感じ取った深めるためには、十中生一人ひとりの周囲の変化を感じ取った
気づきが、実際の行動において見えてくることが必要です。自分気づきが、実際の行動において見えてくることが必要です。自分
の仕事に加えて、気づきを大切にして積極的に行動することで、の仕事に加えて、気づきを大切にして積極的に行動することで、
仲間との関係が深まり、協力し合える変化が生まれるはずです。仲間との関係が深まり、協力し合える変化が生まれるはずです。

変化
意識 行動 質 ＝〈協調性〉

仲間との繋がり 行動として広げる 周囲の変化を感じ取る



３　　　年
主幹教諭
主　　任 東海林義信 数　野球

副 主 任 黒田　葉子 美　テニス女
１組担任 竹嶋　　祐 社　陸上
２組担任 門間美恵子 社　バレー
３組担任 髙橋　勇介 数　テニス男
４組担任 奥山　　剛 音技　吹奏楽
５組担任 鏡　　和彦 国　剣道
６組担任 笹原　克美 英　サッカー
７組担任 島貫　貴子 国　水泳
学年副担任 遠藤　聖子 理　柔道・剣道
学年副担任 亀井　美沙 英　水泳
若草１組 船田　彩子 数　テニス男

１　　　年
主 　 任 渋江　和樹 保体　野球
副 主 任 佐藤　健治 数　卓球男
１組担任 加藤　孝浩 理　柔道
２組担任 大澤　千鶴 英　卓球男
３組担任 渡辺　香穂 社　ソフトボール
４組担任 宇部　里佳 美　美術
５組担任 沓澤　俊輔 理　バスケ男
６組担任 岸野　正子 保体　バド女
学年副担任 丸山　雅広 国　ソフトボール
若草２組 飛塚美喜子 家　総合文化
若草４組 関野　和幸 数　科学・パソコン

本校の教師がめざす姿
　　１　家庭の期待と地域の信頼に応えるため、日常の実践を深める教師　　　　使 命 感
　　２　生徒に夢と希望を育み、その実現のために進んで援助する教師　　　　　率先垂範
　　３　職務に厳しく、人間性豊かな教師　　　　　　　　　　　　　　　　　　組 織 人
　　４　生徒とともに学び、ともに伸びようとする教師　　　　　　　　　　　　師弟同行
　　５　授業改善に努め、より優れた教育を探求・実践する教師　　　　　　　　創 造 性

学　　　　　年　　　　　外
校　　長 髙橋　　修 養護教諭 黒田由美子 技能主査 會田真喜子
教　　頭 長沢　英司 養護助教諭 髙橋　友耀 技能主査 小嶋　善紀
事務総括 尾関裕美子 別室学習指導員 小松　史子 市教育相談員 平松　陽子
生徒指導主事 丹野　　聡 社　バスケ女 教員業務支援員 矢作　啓子 図書整理員 髙野　由美
教務主任 庄司　成利 技　バスケ女 部活動指導員 尾形　弘子 給食補助員 後藤　裕子
庶務主任・PTA担当 植松　哲也 保体　バスケ男

県スクールカウンセラー
渡辺佐和子

ＡＬＴ
コシ・レジス

主事 武田　祐一 坂本　和貴 クレア・キースリング
数学担当 吉見　浩二 通級担当 遠藤　礼子 育児休業 若生　夏海

校　　　医　・　薬　剤　師
主任校医 渡辺　　章 歯　科 野川世理子 眼　科 菅野　　誠 精神科 石井　玄樹
内　科 小松　　博 歯　科 小松　文明 耳鼻科 大竹　祐輔 学校薬剤師 伊藤　順子

部　活　動 1年 2年 3年 合計 部　活　動 1年 2年 3年 合計
野  　球　　　　 7 17 13 37 陸　　上 22 11 9 42
サッカー　　　　 5 3 1 9 柔　　道　 2 4 8 14
ソフトテニス男子 5 11 5 21 剣　　道　　 11 6 5 22
ソフトテニス女子 5 8 5 18 卓球男子　　 3 5 17 25
ソフトボール 4 6 9 19 卓球女子　　 5 3 7 15
水　　泳　　男女 8 5 10 23 吹 奏 楽　　 13 17 13 43
バスケットボール男子 10 4 4 18 科  学・パソコン 3 12 13 28
バスケットボール女子 3 3 6 12 美　　術 4 9 9 22
バレーボール 4 9 7 20 総合文化　　 12 7 5 24
バドミントン男子　 5 14 11 30 未 加 入 　　 50 52 43 145
バドミントン女子　 16 5 13 34 合　　計 197 211 213 621

部　活　動部　活　動

２　　　年
主　任 大場　里美 理　テニス女
副 主 任 阿部　祐一 社　サッカー
１組担任 齊藤　夢月 保体　バド
２組担任 奥山　一斗 国　バド男
３組担任 髙橋　万由 理　陸上
４組担任 上浦　　望 国　卓球女
５組担任 菅野　明子 家　バレー
６組担任 鹿野　祐希 音　吹奏楽
７組担任 石川　安江 英　総合文化
学年副担任 寒河江朱実 数　卓球女
学年副担任 武田　睦子 英　科学・パソコン
若草３組 吉田　牧子 英　美術


